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(百万円未満切捨て)

１．2022年12月期第２四半期の連結業績（2022年１月１日～2022年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期第２四半期 43,004 － 4,677 － 4,794 △35.7 3,927 △36.5
2021年12月期第２四半期 43,030 52.4 7,845 194.2 7,456 218.7 6,179 274.5

(注) 包括利益 2022年12月期第２四半期 7,976百万円( 4.8％) 2021年12月期第２四半期 7,611百万円( －％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年12月期第２四半期 143.08 140.80

2021年12月期第２四半期 225.71 220.44

(注)「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年3月31日)等を第１四半期連結会計期間の期首から適
用しています。このため、当該会計基準等を適用する前の前第２四半期連結累計期間の売上高及び営業利益に
対する対前年同四半期増減率は記載していません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年12月期第２四半期 62,777 32,788 51.8

2021年12月期 52,807 28,656 53.7
(参考) 自己資本 2022年12月期第２四半期 32,506百万円 2021年12月期 28,380百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年12月期 － 69.00 － 69.00 138.00

2022年12月期 － 78.00

2022年12月期(予想) － 78.00 156.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2022年12月期の連結業績予想（2022年１月１日～2022年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 92,400 － 12,400 － 12,500 23.7 9,800 14.1 357.58
(注)1 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
　

(注)2「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年3月31日)等を第１四半期連結会計期間の期首から
適用しており、上記の連結業績予想は当該会計基準等に基づいた予想となっています。このため、当該会計基
準等を適用する前の2021年12月期の売上高及び営業利益に対する増減率は記載していません。なお、2021年12
月期と同様の基準で算出した場合の、2022年12月期の売上高及び営業利益の予想は次のとおりです。
通期 売上高 93,300百万円（＋16.6%） 営業利益 13,300百万円（＋19.9%）
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ：無
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年12月期２Ｑ 28,066,786株 2021年12月期 27,970,534株

② 期末自己株式数 2022年12月期２Ｑ 851,744株 2021年12月期 421,931株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年12月期２Ｑ 27,448,441株 2021年12月期２Ｑ 27,379,679株
　

(注) 普通株式の期中平均株式数の計算において控除する自己株式に、役員向け株式給付信託、従業員向け株式給付
信託及び従業員持株会支援信託が保有する当社株式を含めています。なお、当該信託口が保有する当社株式の
期中平均株式数は、前第２四半期連結累計期間は423,973株、当第２四半期連結累計期間は401,886株です。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。連結業績予想に関する事項は、添付資料3ページ「連結業
績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

・当社は、2022年8月9日（火）に機関投資家及びアナリスト向けの決算説明会を開催する予定です。この説明会で使
用する資料は、当社ホームページに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

当社グループは、「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年3月31日。以下「収益認識会計基

準」という。)等を第1四半期連結会計期間の期首から適用しています。

収益認識会計基準等の適用により、従来は営業外費用に計上していた売上割引については、売上高の控除項目へ

変更しています。この変更により、売上高及び営業利益は減少しますが、経常利益、親会社株主に帰属する四半期

純利益及びキャッシュ・フローに影響はありません。

「経営成績に関する説明」における当第2四半期連結累計期間の各数値は、収益認識会計基準等を適用した後の

数値となっていることから、前第2四半期連結累計期間と比較した前年同期比は記載せず、ご理解の一助のため、

2021年12月期と同様の基準で試算した前期比較を調整後前年同期比として記載しています。

（１）経営成績に関する説明

当第2四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く世界経済は、新型コロナウイルス感染症の感染者数が

一定程度抑制され、社会経済活動が正常化に向かう一方で、継続的な半導体調達難、材料コストや海上輸送費の高

騰に加え、中国ロックダウンによるサプライチェーンの混乱、ロシア・ウクライナ情勢の長期化など、多くの外部

環境変化がありました。

電子楽器事業を取り巻く環境は、コロナ禍をきっかけとした新しいLifestyleの定着を背景とし、コロナ前より一

段切りあがった堅調な販売水準が継続しました。供給面においても、引き続き原材料需給のひっ迫は継続しました

が、迅速な経営判断による材料確保などにより工場稼働は概ね計画どおりに進み、受注残の出荷も順調に進めるこ

とができました。一方でコスト面においては、海上輸送費や原材料価格の高止まりなど、厳しい環境が継続しまし

たが、引き続き価格適正化に取り組むとともに、中国やロシアでの販売減少を他の地域でカバーするなどの対応を

進めました。

以上の結果、当第2四半期連結累計期間の売上高は、43,004百万円(業績予想比5.9%増、調整後前年同期比1.0%増)

となりました。損益につきましては、営業利益は4,677百万円(業績予想比1.7%増、調整後前年同期比34.8%減)、経

常利益は4,794百万円(業績予想比2.0%増、前年同期比35.7%減)、親会社株主に帰属する四半期純利益は3,927百万円

(業績予想比12.2%増、前年同期比36.5%減)となりました。業績予想を超過達成する一方、対前期比では減益となっ

ていますが、これは前年第2四半期連結累計期間において2020年12月期末の在庫政策による一時的な増収要因(約20

億円)があったことなどによるものです。

製品カテゴリーごとの販売状況は以下のとおりです。

【鍵盤楽器】売上高13,761百万円(調整後前年同期比5.5%増)

主要カテゴリーでは、電子ピアノは、ステイホームを契機に顕在化した需要が、引き続きコロナ前よりも高いレ

ベルを維持しました。競合他社を含め受注残の出荷が進み、市場での競合環境はコロナ前に戻りつつありますが、

引き続き堅調な需要が継続しました。

【管打楽器】売上高9,367百万円(調整後前年同期比5.5%減)

主要カテゴリーでは、電子ドラムは、中高価格帯の製品が堅調に推移したものの、中国ロックダウンの影響もあ

り、販売は若干想定を下回りました。

電子管楽器は、引き続き市場の拡大が継続し、中高価格帯製品を中心に販売は好調に推移しました。

【ギター関連機器】売上高10,712百万円(調整後前年同期比1.6%増)

主要カテゴリーでは、ギターエフェクトは、前期発売したルーパー・シリーズや、コンパクトエフェクターの

「技クラフト」シリーズ、今期発売したマルチ・エフェクター等が好調に推移しました。

楽器用アンプは、供給不足の影響はあるものの、一定程度受注残の出荷が進み、販売は概ね計画どおりに推移し

ました。

【クリエーション関連機器＆サービス】売上高5,836百万円(調整後前年同期比6.1%増)

主要カテゴリーでは、シンセサイザーは、コンパクトサイズのステージピアノや、今期発売した新製品が好調に

推移しました。

ダンス&DJ関連製品では、本格的なエレクトロニック・ミュージックを気軽に楽しめる小型のガジェット機器を発

売しました。また前期第4四半期に発売したロングセラーを続けるサンプラーの最新モデル等の販売が好調に推移し
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ました。

ソフトウエア/サービス分野では、ソフトウエア音源等を定額会費で提供するサービス、Roland Cloudにおいて、

新たなソフトシンセやサウンドコンテンツの提供を継続的に行いました。また、エフェクターやアンプのセッティ

ングをユーザー同士で共有できるオンラインサービスを開始しました。

【映像音響機器】売上高1,997百万円(調整後前年同期比12.9%減)

主要カテゴリーでは、ビデオ関連製品は、各国のイベント需要は回復傾向にあるものの、パーツ不足の影響によ

り十分な供給ができず苦戦しました。V-MODAブランド製品は、新製品の販売が想定を下回りました。

（２）財政状態に関する説明

①資産・負債及び純資産の状況

当第2四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比較して9,970百万円増加し、62,777百万円と

なりました。その主な要因は、売上債権が2,942百万円、棚卸資産が6,507百万円それぞれ増加したことによるもので

す。

負債は、前連結会計年度末と比較して5,838百万円増加し、29,989百万円となりました。その主な要因は、借入金が

5,380百万円増加したことによるものです。

純資産は、前連結会計年度末と比較して4,132百万円増加し、32,788百万円となりました。その主な要因は、自己株

式の取得などにより、純資産の部の控除科目である自己株式が1,950百万円増加し、配当金の支払いにより剰余金が

1,929百万円減少した一方で、主要国通貨に対する円安進行により為替換算調整勘定が4,078百万円増加し、また親会

社株主に帰属する四半期純利益が3,927百万円あったことによるものです。

以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末と比較して2.0ポイント減少し、51.8％となりました。

②キャッシュ・フローの状況

当第2四半期連結累計期間において現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、59百万円減少（前年同期は

664百万円増加）し、期末残高は8,722百万円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第2四半期連結累計期間において営業活動の結果使用した資金は、主として運転資金の増加等により、910百万円

（前年同期に得られた資金は4,229百万円）となりました。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第2四半期連結累計期間において投資活動の結果使用した資金は、主として有形固定資産の取得による支出によ

り、443百万円（前年同期に使用した資金は229百万円）となりました。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第2四半期連結累計期間において財務活動の結果得られた資金は、主として自己株式の取得による支出や配当金の

支払があったものの、短期借入金の増加により、1,342百万円（前年同期に使用した資金は3,246百万円）となりまし

た。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、最近の業績動向等を踏まえ、2022年2月10日に公表しました連結業績予想を修正し

ています。詳細につきましては、本日(2022年8月8日)公表しました「通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧

ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年 6月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,781 8,722

受取手形及び売掛金 7,444 10,387

商品及び製品 15,508 19,941

仕掛品 1,715 1,399

原材料及び貯蔵品 8,016 10,406

その他 1,470 1,624

貸倒引当金 △313 △303

流動資産合計 42,623 52,178

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,421 2,366

土地 1,626 1,650

その他（純額） 1,808 2,139

有形固定資産合計 5,857 6,156

無形固定資産 632 587

投資その他の資産

投資有価証券 1,245 1,009

その他 2,549 2,956

貸倒引当金 △101 △110

投資その他の資産合計 3,693 3,854

固定資産合計 10,183 10,598

資産合計 52,807 62,777
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年 6月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,391 7,718

短期借入金 － 6,006

1年内返済予定の長期借入金 1,252 1,252

未払法人税等 360 387

賞与引当金 1,662 937

役員賞与引当金 78 23

製品保証引当金 373 426

その他 5,915 5,798

流動負債合計 16,033 22,550

固定負債

長期借入金 5,822 5,196

製品保証引当金 1 1

株式給付引当金 262 247

役員株式給付引当金 58 65

退職給付に係る負債 725 710

資産除去債務 86 87

その他 1,160 1,129

固定負債合計 8,117 7,438

負債合計 24,150 29,989

純資産の部

株主資本

資本金 9,585 9,613

資本剰余金 163 191

利益剰余金 18,894 20,891

自己株式 △482 △2,432

株主資本合計 28,161 28,263

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 140 112

為替換算調整勘定 △178 3,899

退職給付に係る調整累計額 258 231

その他の包括利益累計額合計 219 4,242

新株予約権 115 95

非支配株主持分 161 186

純資産合計 28,656 32,788

負債純資産合計 52,807 62,777
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年 1月 1日
　至 2021年 6月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年 1月 1日
　至 2022年 6月30日)

売上高 43,030 43,004

売上原価 22,704 25,452

売上総利益 20,326 17,551

販売費及び一般管理費 12,480 12,874

営業利益 7,845 4,677

営業外収益

受取利息 4 4

受取配当金 81 87

助成金収入 51 108

その他 9 5

営業外収益合計 146 205

営業外費用

支払利息 12 12

売上割引 392 －

為替差損 98 69

その他 31 6

営業外費用合計 536 88

経常利益 7,456 4,794

特別利益

固定資産売却益 372 2

子会社清算益 － 168

特別利益合計 372 171

特別損失

固定資産除売却損 6 4

競争法関連損失 149 －

特別損失合計 156 4

税金等調整前四半期純利益 7,672 4,960

法人税、住民税及び事業税 1,594 1,180

法人税等調整額 △103 △150

法人税等合計 1,491 1,029

四半期純利益 6,181 3,931

非支配株主に帰属する四半期純利益 1 3

親会社株主に帰属する四半期純利益 6,179 3,927
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年 1月 1日
　至 2021年 6月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年 1月 1日
　至 2022年 6月30日)

四半期純利益 6,181 3,931

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 90 △27

為替換算調整勘定 1,311 4,099

退職給付に係る調整額 28 △26

その他の包括利益合計 1,430 4,045

四半期包括利益 7,611 7,976

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 7,599 7,950

非支配株主に係る四半期包括利益 12 25
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年 1月 1日
　至 2021年 6月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年 1月 1日
　至 2022年 6月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 7,672 4,960

減価償却費 793 813

のれん償却額 2 2

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 1 △71

受取利息及び受取配当金 △85 △92

支払利息 12 12

為替差損益（△は益） 84 58

固定資産除売却損益（△は益） △366 1

子会社清算損益（△は益） － △168

売上債権の増減額（△は増加） △1,450 △710

棚卸資産の増減額（△は増加） △351 △2,033

仕入債務の増減額（△は減少） △881 △1,388

その他 167 △1,250

小計 5,599 133

利息及び配当金の受取額 85 92

利息の支払額 △11 △12

法人税等の支払額 △1,443 △1,123

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,229 △910

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △746 △554

有形固定資産の売却による収入 552 2

無形固定資産の取得による支出 △21 △46

長期貸付金の回収による収入 18 4

子会社の清算による収入 － 140

その他 △32 10

投資活動によるキャッシュ・フロー △229 △443

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △140 6,006

長期借入れによる収入 1,500 －

長期借入金の返済による支出 △3,497 △626

株式の発行による収入 145 35

自己株式の売却による収入 61 66

自己株式の取得による支出 △121 △2,000

配当金の支払額 △992 △1,929

その他 △202 △209

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,246 1,342

現金及び現金同等物に係る換算差額 △88 △47

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 664 △59

現金及び現金同等物の期首残高 10,832 8,781

現金及び現金同等物の四半期末残高 11,497 8,722
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2022年2月10日開催の取締役会決議に基づき、当第2四半期連結累計期間において自己株式469,900株を取

得しました。この結果、自己株式が1,999百万円増加し、当第2四半期連結会計期間末において自己株式が2,432百万

円となっています。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年3月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第1四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしています。これにより、従来は営業外

費用に計上していた売上割引については、売上高から減額しています。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってい

ますが、第1四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に与える影響はありません。

この結果、当第2四半期連結累計期間の売上高、売上総利益及び営業利益は437百万円それぞれ減少しています

が、営業外費用も437百万円減少したため、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。

なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法によ

り組替えを行っていません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年7月4日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を第1四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企

業会計基準第10号 2019年7月4日）第44-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新た

な会計方針を、将来にわたって適用することとしています。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありませ

ん。

　


